






研究目的 

 近年の新生児医療の進歩によって,従来では早期に死亡していたような呼吸障害をとも

なった超未熟児なども生存可能となってきている。しかし,それにともなって,長期間機械

的人工換気や高濃度酸素療法を必要とするような慢性呼吸不全の児の管理が問題となって

きている。今回,我々は慢性呼吸・循環不全児のフォローアップ体制を確立するために,当

院で経験している慢性呼吸・循環不全児の実態につき調査した。 


